
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

世界的に猛威を振るう新型コロナウイルス感染症について、本質的な解

決は、治療薬の開発や検査数の拡大など医療・保健分野の対策を待つし

かありません。それまでの間、まずは国内での爆発的蔓延を防ぐことを第

一に、いわゆる「３密（下記資料参照）」を避けるための多くの社会活動の自

粛が一定の成果をあげてきました。ただし、この状態が長引けば生活がで

きないという悲鳴も聞こえてきます。政府や自治体からの単なる「お願

い」だけでは損失は補償されません。そこで、法的根拠のある緊急事態宣

言や都市ロックダウンなどが必要となることがあります。これらの発出は遅

れましたが今後は「要請は補償とセットで」を基本にすべきです。尚、

特措法による緊急事態宣言は、原子力災害特別措置法や災害対策基本

法と横並びの規定であって、自公政権が目指している憲法上の「緊急

事態条項」とは全く性質が異なるものです。 

3/19「政府与野党協議会」が設置され毎週会合を開いています。後手後

手に回ったこれまでの対応をもっと迅速にすべく与野党を越えて推進します。 
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森山 浩行 事務所  
[堺 事 務 所] 〒590-0078 

堺市堺区南瓦町 1－21 宏昌センタービル 2 階 

TEL 072‐233-8188  FAX 072‐233-8185 

[国会事務所] 〒100-8982 

東京都千代田区永田町 2－1－2 

衆議院第二議員会館 613 号  

TEL 03-3508-7426   FAX 03-3508-3906 

Mail  o f f i c e @ m o r i y a m a . c l u b  

衆議院議員 
森山浩行    

大阪府第 16 区（堺市 堺区・北区・東区） 

 
 
◆衆議院議員（2 期目） 
 

立憲 

民主党 

常任幹事（近畿ブロック） 

政治改革副部会長 

災害対策局長代行 

大阪府連合代表代行 

【衆】倫理選挙特別委員会 理事 

【衆】外務委員会 委員 
 

◆堺生まれ、堺育ち 

妻・長男・次男と向陵西町在住 

昭和 46(1971)年 4 月 8 日 

金岡病院で生まれる 

堺市立新金岡小学校入学/錦西小卒 

 月州中卒/府立三国丘高卒 

◆明治大学法学部卒（雄弁部所属） 

◆関西テレビ放送（営業企画部・報道部記者） 

◆堺市議会議員(1 期 1999～2003) 

◆大阪府議会議員(1 期 2003～2005) 

◆芦屋大学 元客員教授 

◆羽衣国際大学 元客員助教授 

プロフィール 

大阪府第 16区版 

◆新型コロナ受診相談センター 

（帰国者・接触者相談センター） 

TEL：072-228-0239 

FAX：072-222-9876 

【受付時間】 

午前 9時～午後 8時（月～金） 

午前 9時～午後 5時 30分 

（土・日・祝） 

上記以外の時間帯は、堺市役所 

時間外窓口（072-233-2800）経由 

により保健所職員に取り次ぎます。  
◇その他相談窓口：新型コロナ 

ウイルス感染症に関して、健康 

不安についての電話相談など、 

各種相談窓口 

◆厚生労働省 TEL：0120-56-5653 

【受付時間】 

午前 9時～午後 9時（土、日、祝も対応） 

◆大阪府（大阪府民向け） TEL：06-6944-8197 FAX：06-6944-7579 

【受付時間】 午前 9時～午後 6時（土、日、祝も対応） 

◇金融相談窓口 新型コロナウイルスに関連する中小企業者向けの金融相談窓口 

◆堺市産業振興センター 金融支援課 TEL：072-255-8484 

【受付時間】 平日午前 9時～午後 5時 15分 

 （土、日、祝、年末年始（12月 29日～1月 3日)は休み） 
 
厚生労働省ホームページ「新型コロナウイルスに関する Q&A」もご参照ください 

各 種 相 談 先  

 



こちらにご記入の上、上記 FAX 送信先または森山浩行事務所へ封書にてお送りください！ 
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   
 
                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※個人情報保護の観点からFAXまたは封書にてご意見お寄せください。ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

  

（フリガナ） 

お名前                                               生年月日    年   月   日 

ご住所（〒            ） 

TEL FAX 

E メール 

 

 

 

 

 

 

森山は立憲民主党災害対策局長代行としてコロナ対策本部の事務局をつとめています。全国津々

浦々、さまざまな現場からの「こんなこと困っている」「こんな提案がある」「現場ではこれが問題に

なっている」というご意見を取りまとめ、各省庁とのやりとりや政府与野党協議会での提案につなげ

ています。長期戦の様相をしめす中、時期によって要望も変わってきます。小さな気づきでも結構です。

情報やご意見お寄せください。 

森山浩行ホームページもご覧ください。過去の活動報告書もご覧いただけます。www.moriyama.club/  

 

 

 

90 年代「環境先進国」といわれていた日本は「地球環境サミット・京都会議」を誘致し、開催しました。そのころ主流

だった炭素排出権論争は「経済発展に炭素排出は必須であること」を前提に、それぞれの国の負担の押し付け合い 

という面が強いものでした。 

あれから 20年余。「脱炭素社会は経済発展のエンジンとなるもの」という前提で各国が  

技術開発にシノギを削る展開となっています。 

脱炭素社会に向けて・国際法上のルールづくり・自然エネルギーの開発から生活習慣 

まで「ビジネスチャンス」にできる世界の潮流の中で、日本の私たちがこれまでの枠組みに 

囚われることなく、この状況をビジネスチャンスとしましょう。 
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